
                   TTC提案山行実施記録表  2010年 1月 31日 報告者：菊地 友弥 

1.山行名 経ヶ岳・華厳岳・高取山 （荻野西山／相州アルプス） [633ｍ・602・522ｍ／神奈川県] 

実施日 H22年 1月 30日（土）      公共バス利用（現地集合／現地解散） 

天候／参加人員 天候：晴れ      レベル：★★      参加人員：23名（男７人／女１６人） 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ／計画： ＳＬ：  会計： 救護：      氏 名 削 除  

参加メンバー （A） ☆ 

（B） ☆ 

（C） ☆        氏 名 削 除 

（D） ☆ 

費用 

￥200－ 

【参考】本厚木からﾊﾞｽ代 

往復790円   

大納言あずき @340× 3=1020 切り餅  40切れ 1180 砂糖 @200×2=400     

お汁粉材料合計 2600 円   ガスボンベ代  @300×4=1200   総合計 3800円    

集金  @200×23=4600  4600-3800=800   ＴＴＣカンパ金 800円 

（注）現地までのバス代(本厚木-半増坊\460、東谷戸入口-本厚木\330)は各自支払い。 

歩行・行動時間  歩行時間 休憩時間 行動時間  

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ  － － 

計画 3：40 1：00 4：40 

実行 4：00 2：10 6：10 

実行コースタイム記録 

                                   集合    0:20      0：27        0：21 

本厚木駅前＝＝＝荻野新宿＝＝＝鳶尾山前＝＝＝半増坊前―――堰堤―――見晴台―――尾根出会ベンチ            

8:20                  8:45      8:55 9:17     9:37    10:04 10:14    10:35 10:40 

0:25(お汁粉/昼食)0:49    0:22     0:51      0:25 

―――経ヶ岳―――華厳山―――高取山―――大厚木CC―――東谷戸入口BT（解散） 

11:05 12:14    13：03 13:10     13:32      14:23 14:40       15:05 

コースの概要、特記事項、反省事項等 

毎日眺めている荻野の里山、西山縦走はいつでも行けると思うのか TTCの山行希望にはあまりない。 

冬枯れで今時観るものは何も無いのだが、正月以来、体重増加を気にしているメンバーもいるだろうと運動不足解消に

山行を提案した。参加募集をしたところ、15名の申し込みがあったが、山行当日の参加も良しとしたので前日までに８

名の追加応募があり 23 名の大所帯になった。山頂でラーメンパーティを計画したが人数が増えたのでお汁粉パーティ

に変更し、班編成を 4組にして協力を要請した。現地 9：00集合（半増坊山門前）に全員が遅れもなく揃った。山門前

でストレッチ体操をしてコースの説明と注意事項を話して出発、平山坂下まで国道に沿って歩く。民家の庭先に満開の

ロウバイが咲いて匂っていた。国道を離れて林道をしばらく歩き、砂防ダムの堰堤がある場所から登山道に入る。日の

当たらない雑木林の中に入ると身の締まるような冷気を感じる。ずっと雨の降らない日が続いているので霜柱も立た

ず、道は乾いている。眺望の無い単調なジグザグ道を登って行くと次第に汗ばんでくる。 

標高 300ｍを越えたあたりに東側が開けて半原の町並みが良く見える場所があり、格好の休憩地点で最初の休憩を取

る。風も無く穏やかに晴れて真冬の季節とは思えない日和である。全員体調も気分も良好とみえてワイワイガヤガヤと

賑やかだ。経ヶ岳の山腹を巻くような林道を横切り杉林の中の急登をジグザグに登り鹿留めの柵の扉をくぐると尾根筋

に出る。ベンチがあって 2度目の小休止を取る。ここから山頂まではおよそ 100ｍの標高差でひと踏ん張りの距離であ

る。ここまで出会った人は 2人ほどで我がパーティの賑やかさを除けば静かな山である。経ヶ岳の山頂は南西側が開け

て大山、丹沢山方面を望むことができる。先客が一人有ったが入れ替わるように下山した。二つのテーブルを占有し、

女性スタッフが材料の小豆を吟味して煮たお汁粉を二つの鍋で温め、保温剤で包んだ焼いた切り餅を入れて皆でご馳走

になる。他にメンバーが持ち寄った惣菜が所狭しとテーブルに並べられて、豪華な楽しい昼食となった。たいへん好評

で 1時間以上も楽しんで、入れ替わりに登って来た登山者にテーブルを譲り華厳山にむかった。経ヶ岳と華厳山の間は

吊り尾根の大弛みがあり国道からも良く見える。見た目よりもアップダウンが厳しく鹿止めの柵沿いに慎重に下り、あ

えぎながら華厳山に登り返す。華厳山から高取山は緩やかな傾斜の尾根道でアブラチャンの林の中を行く。4月初旬頃

になると尾根道は黄色い花で色づくそうだ。高取山の西側は採砂場で稜線近くまで山が削られていて土がむき出しの状

態である。この自然破壊が後世にどのような影響を及ぼすのか注視されている。タブの林の急斜面を慎重にゴルフ場へ

下る。この下りが本日の最難所といえるだろう。尻餅をついた人もいたようだが全員無事にゴルフ場についてホッとす

る。国道のバス停までは 20 分以上歩くが、整理体操をしてひとまず解散とする。思ったよりもきつかったという評価

だったが、この季節に里山を歩くのもいいという声も聞かれた。お疲れ様でした。いろんな面で協力を頂いて感謝いた

します。ありがとうございました。  2010年 2月 1日  


